事例6－2：「経営層による見直し」の結果

	経営層による見直し結果
	承認
	確認
	作成

	
	社長

／
	管理責任者

／
	事務局

／

	発行者：管理責任者
	作成日： ○○年11月20日
	
	
	

	開催日時：○○年１１月１８日
	開催場所：△△△
	
	
	

	出席者：社長、各部門長、管理責任者、○○○○、△△△△、□□□□

	配付先：出席者、各課長
	保管場所：事務局
	保管期間：３年

	見直し結果

	見直し項目
	変更の必要性
	変更の理由／変更方法／変更内容など

	(1)経営方針（環境方針）
	○あり　・　なし
	汚染の予防に関する約束の見直し

	(2)目的・目標　
	○あり　・　なし
	製品の環境配慮に関する目的を増やす

	(3)環境マネジメントシステムのその他の要求

	１.２　
	組織管理
	○あり　・　なし
	目的、目標の立案は部門長、承認は社長とする。

	２.　
	環境方針
	○あり　・　なし
	方針の意図を周知する仕組みを構築する。

	３.１
	環境管理項目
	○あり　・　なし
	有益な影響を及ぼす要因となる環境管理項目を特定する仕組みを構築する。

	３.２　
	法的及びその他の要求事項
	○あり　・　なし
	ＲｏHＳの適応が必要な製品を特定する。


	３.３　
	目的、目標及び経営管理実施計画
	○あり　・　なし
	進度評価が確実に出来る計画を作成できるシステムに改善する。

	４.１　
	教育訓練及び内部コミュニケーション
	○あり　・　なし
	環境配慮設計、ＬＣＡ教育を加える。

	４.２　
	外部コミュニケーション
	○あり　・　なし
	社会・環境報告書の発行を検討する。

	４.３　
	文書類
	○あり　・　なし
	手順書のシンプル化を図る。

	４.４.２　
	記録の管理
	あり　・　○なし
	

	４.５　
	運用管理
	○あり　・　なし
	協力会社へも環境配慮を呼びかけていく。

日常業務の運用を確実に実施できるようにする。

	４.６　
	緊急事態への準備及び対応
	あり　・　○なし
	

	５.１　
	監視及び測定
	あり　・　○なし
	

	５.２　
	順守評価
	あり　・　○なし
	

	５.３　
	問題点及び是正処置・予防処置
	○あり　・　なし
	原因追求が確実にできるようにする。

	５.４　
	内部監査
	○あり　・　なし
	有効性監査がされるようにする。

	６.　
	経営層による見直し
	○あり　・　なし
	見直しのためのインプット情報を、管理責任者だけでなく、各部長からも報告するように変更する。

	備考（社長指示事項への対応方法など）

○○年１2月末までに環境経営システムを改善し、１月１５日までに社長承認を得る。




